
時間割コード 開講年度

担当教員授業題目

英文授業名 　

単位数 講義期間 曜日・時限 対象学生

講義室 授業形態 遠隔授業科目 備考

信大コンピテンシー

G2B40409 2026

英語学入門 SPREADBURY ASH LEIGH

English Linguistics for Non-specialists 　

2 後期 水曜･５時限 全

共通教育４２講義室 講義

非該当

(1)授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔ 【授業の達成目標】
大学ＤＰ

学士の称号にふさわしい基礎学力と専門的学力 英語によるコミュニケーションの仕組みを学問的に理解し、説
明できるようになる
⇔

(2)授業で学べる
「テーマ」

多文化協働

(3)全学横断特別
教育プログラム

ローカル･イノベーター養成コース、グローバルコア人材養成コース ・ ＢＡＳＩＣ(国際理解)

(4)授業の概要 多くの学生は小さい頃から英語を「語学学習」の対象とみなしているだろう。本科目では、言語学の観
点から英語について学ぶことで、英語を「学問」の対象として見ることに慣れていただきます。具体的
には、主に英語の実例を用いながら、シラバスの前半では言語能力とヒトの認知能力との関係について、
後半では言語能力と社会との関係について学んでいきます。

(5)授業のキーワ
ード

英語学, 言語学, 社会言語学, 認知言語学

(6)授業計画 第1回　オリエンテーション：英語学とは？
第2回　英語学の歴史
第3回　カテゴリー化
第4回　事態把握
第5回　比喩
第6回　文法化
第7回　構文
第8回　言語知識
第9回　イメージ・スキーマと意味拡張
第10回　ことばのバリエーション①
第11回　ことばのバリエーション②
第12回　言語変種の切り替え
第13回　ポライトネス
第14回　言語とコミュニケーション
第15回　学期末のまとめ、授業アンケート

(7)成績評価の方
法

1. 授業参加（授業内ディスカッションの参加、コメントシートの提出）（40%）
2. 最終レポート（60%）

(8)成績評価の基
準

「その基準にある」:
授業内で示されたテーマ・言語現象について理解し，先行研究を参照しながら，独自の研究テーマに応
用できている。

「やや上にある」:
授業内で示されたテーマ・言語現象について不足なく理解し，先行研究を参照しながら，独自の研究テ
ーマに応用できている。

「かなり上にある」:
授業内で示されたテーマ・言語現象について不足なく理解し，複数の先行研究を批判的に参照しながら
，独自の研究テーマに応用できている。

「卓越している」:
授業内で示されたテーマ・言語現象について高度に理解し，複数の先行研究を批判的に参照した上で，
スタイルガイドを守り，説得力を持って，独自の研究テーマに応用できている。

(9)事前事後学習
の内容

事前学習として次に扱う章を予習する。事後学習として授業で学んだ内容を整理し、コメントシートを
提出の上、レポートにつなげるように関連する問題を考える。

(10)履修上の注意 単位を与えられるためには、授業に出席するだけではなく、予習復習などの授業時間外学修を行わなけ
ればなりません。事前学習として次に扱う教科書の章を予習していただき、事後学習として授業で学ん
だ内容を整理し、コメントシートを提出の上、レポートにつなげるように関連する問題を考えていただ
きます。

(11)質問,相談へ
の対応

メール（spreadbury）にて質問・相談を受け付けます。

(12)授業への出席 履修する全ての回に出席することを基本とします。



(13)授業に出席で
きない場合の学
修の補充

「学修の補充の対象とする理由」により出席できない場合は、共通教育履修案内に掲載されている方法
により補充を受けるための申請をおこなってください。

【教科書】 多々良直弘・松井真人・八木橋宏勇, 実例で学ぶ英語学入門――異文化コミュニケーションのための日
英対照研究, , 9784254510720, 朝倉書店, 2022, 2900円

【参考書】 指定しない


